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第
２
回
　
教
会
は
旅
人

　
年
頭
書
簡
で
大
塚
司
教
が
提
示
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は

〈
道
〉
と
〈
宿
〉
で
す
。
京
都
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
、
こ
れ

を
今
年
の
宣
教
司
牧
活
動
の
課
題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
で
始
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
信
徒
一

人
ひ
と
り
が
自
覚
を
も
っ
て
共
に
歩
む
教
会
共
同
体
作
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
シ
ノ
ド
ス
に
向
け
て
私

た
ち
が
歩
む
べ
き
道
は
、
今
ま
さ
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
る
人
々
と
共
に
歩
む
こ
と
で
す
。
こ
の
地
上
的
な
歩
み

は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
示
し
た
教
会
の
姿
で
あ

り
、
宣
教
す
る
「
旅
人
」
で
し
た
。
教
会
は
「
神
の
国
」

の
完
成
に
至
る
〈
道
〉
に
あ
っ
て
こ
の
信
仰
の
旅
を
続
け

ま
す
。
そ
の
〈
道
〉
で
出
会
う
者
は
誰
で
あ
れ
隣
人
で
す
。

書
簡
に
も
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
今
こ
こ
で
出
会
う
傷

つ
い
た
人
々
に
気
づ
き
、
寄
り
添
い
な
が
ら
前
に
進
み
ま

し
ょ
う
。

　「
旅
」
と
聞
け
ば
、
今
夜
は
ど
こ
に
泊
ま
ろ
う
か
と
考

え
ま
す
。
も
し
泊
ま
る
場
所
が
な
け
れ
ば
不
安
に
陥
り
ま

す
。
ま
し
て
傷
つ
い
た
人
を
助
け
た
あ
の
サ
マ
リ
ア
人

は
、
そ
ん
な
思
い
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
〈
宿
〉
に
連

れ
て
行
っ
て
介
抱
し
ま
し
た
。
帰
り
が
け
に
も
〈
宿
〉
に

寄
っ
て
、
足
り
な
い
分
を
支
払
う
と
約
束
し
た
サ
マ
リ
ア

人
、
そ
の
人
は
間
違
い
な
く
イ
エ
ス
の
姿
で
す
。
愛
に
満

ち
た
エ
マ
オ
へ
の
旅
人
イ
エ

ス
は
希
望
を
無
く
し
た
人
々

に
寄
り
添
い
、
話
を
聞
き
、

一
緒
に
〈
宿
〉
に
泊
ま
ら
れ

ま
し
た
。
大
塚
司
教
ご
指
摘

の
こ
の
〈
道
〉
と
〈
宿
〉
は

共
に
歩
む
キ
リ
ス
ト
の
姿
を

彷
彿
と
さ
せ
る
、
ま
さ
に
シ

ノ
ド
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉

で
す
。
皆
様
と
共
に
、
こ
の

二
つ
の
言
葉
を
黙
想
し
な
が

ら
、〈
道
〉で
隣
人
と
出
会
い
、

〈
宿
〉
で
神
の
愛
の
絆
を
感
じ
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
傷
つ
け
ら
れ
た
隣
人
、
傷
つ
い
て
い
る
地
球
の
嘆
き
と

叫
び
を
聞
き
取
り
、
悲
惨
な
状
況
に
目
を
背
け
る
こ
と
な

く
、〈
道
〉
に
倒
れ
て
い
る
人
々
と
向
き
合
い
、
交
わ
り
、

関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
イ
エ
ス
は
傷
つ
い
た
人
の
前

を
通
り
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
か
が
み
込
ん
で
そ
の
声
を
聴

か
れ
ま
し
た
。私
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
人
の
悩
み
や
痛
み
、

そ
し
て
苦
し
み
を
聞
き
、
こ
れ
を
担
っ
て
共
に
歩
む
こ
と

で
す
。
自
ら
も
出
向
き
、
傷
を
担
い
、
深
い
愛
と
憐
れ
み

で
包
ん
で
く
だ
さ
っ
た
イ
エ
ス
の
よ
う
に
、
私
た
ち
も
自

ら
を
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て〈
宿
〉を
貸
し
、
傷
つ
い
た
人
々

に
愛
を
も
っ
て
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
神
の
目
は

い
つ
も
貧
し
い
人
々
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。
苦
し
む
者
の

声
を
聞
か
れ
た
イ
エ
ス
と
共
に
私
た
ち
も
心
を
開
き
、
回

心
の
〈
道
〉
を
歩
み
、
み
こ
と
ば
の
福
音
を
告
げ
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

�
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２
０
２
３
年
、
丹
後
教
会
で
は
「
教
会
ぴ
あ

の
」
と
い
う
催
し
を
企
画
し
、
大
宮
礼
拝
堂
に

て
３
回
実
施
し
ま
し
た
。

　「
教
会
ぴ
あ
の
」
と
は
い
わ
ゆ
る
ス
ト
リ
ー

ト
・
ピ
ア
ノ
の
教
会
版
で
す
。
教
会
ホ
ー
ル
を

開
放
し
て
自
由
に
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
く
だ
さ
い

と
い
う
企
画
で
す
。
大
切
に
し
た
か
っ
た
こ
と

の
ひ
と
つ
は
信
徒
の
一
人
ひ
と
り
が
「
教
会
に

来
ま
せ
ん
か
？
」
と
、
周
囲
の
方
に
声
を
掛
け

て
い
く
こ
と
で
す
。
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
の
声

掛
け
を
メ
イ
ン
に
、
音
楽
店
や
地
域
活
動
の
拠

点
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と
チ
ラ
シ
を
置
か
せ
て

い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
依
頼
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

で
も
紹
介
し
て
い
た

だ
く
よ
う
働
き
か
け

を
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
広
報
活

動
を
行
い
、
３
回
の

「
教
会
ぴ
あ
の
」で
延

べ
254
人
の
方
が
教
会

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
半
数
近
く

が
一
般
の
方
で
あ

り
「
初
め
て
教
会
に

来
ま
し
た
」
と
い
う

方
々
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
画
期
的
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
「
初
め
ま
し
て
」
の
方
に
少
し

ず
つ
教
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、
３
回
目
の
「
教

会
ぴ
あ
の
」
で
降
誕
祭
の
ご
案
内
を
す
る
こ
と

を
目
標
に
準
備
を
し
ま
し
た
。
教
会
の
写
真
を

展
示
し
た
り
、
信
徒
の
方
が
主
宰
し
て
い
る
教

室
の
キ
ル
ト
展
を
し
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
本

を
並
べ
た
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
カ
フ
ェ
を
行

い
聖
堂
に
入
る
流
れ
を
作
っ
た
り
と
、
知
恵
を

絞
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
参
加
者
が
楽
し

い
音
楽
の
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
キ
ッ
ズ

タ
イ
ム
を
企
画
し
た
り
し
て
、
楽
し
い
進
行
を

心
掛
け
ま
し
た
。

　
３
回
目
の
「
教
会
ぴ
あ
の
」
の
後
、
教
育
部

主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
教
室
に
1
家
族
（
４

人
）、
降
誕
の
夜
半
の
ミ
サ
に
4
人
、
一
般
の

方
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
復
活
徹
夜
祭
で

福
音
の
新
し
い
兄
弟
姉
妹
を
迎
え
る
こ
と
を
福

音
宣
教
の
果
実
と
す
る
な
ら
ば
、「
教
会
ぴ
あ

の
」
が
紡
い
だ
も
の
は
、
始
め
の
一
歩
に
も
満

た
な
い
、
小
さ
な
始
ま
り
の
よ
う
な
も
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。で
も
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。

主
で
あ
る
神
は
私
た
ち
の
紡
い
だ
小
さ
な
始
ま

り
を
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
豊
か
な
実
り
で
報
い

て
く
だ
さ
る
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　
丹
後
教
会
で
は
２
０
２
４
年
も
複
数
回
の

「
教
会
ぴ
あ
の
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
祈
り

の
う
ち
に
力
を
合
わ
せ
て
歩
み
を
進
め
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

�

カ
ト
リ
ッ
ク
丹
後
教
会
　
お
ば
た
と
し
お

丹
後
教
会
の
取
り
組
み

　
　
　   

教
会
ぴ
あ
の
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　高校生会「冬の集い」が開催されました。
　午後₂時に伏見教会に集まった₈名の高校生は自己
紹介をし、今自分が夢中になっていることを分かち合
いました。この日は聖ヨハネ使徒福音記者の祝日で、
当日の聖書箇所（ヨハネ20章₂～₈節）の朗読を聞き、
アントニオ神父に解説をしていただきました。その後、
参加者は伏見稲荷大社まで歩き、鳥居が赤い理由、外
国人の姿が多いことの意味、聖域といわれる場所の持
つ雰囲気など、各自の思いを巡らしながら境内を散策しました。電車で教会へ戻り、ホセ
神父司式のミサに与りました。ミサ後に伏見教会の方々の手作りきつねうどんとおでんを
ご馳走になり、今日の感想を分かち合いました。深草地域の文化と歴史に触れ、また、参
加者同士の交流もでき、よい時を過ごすことができました。ご協力いただいた伏見教会の
皆様に心より感謝申しあげます。� 高校生会担当司祭　菅原友明

　今回は久しぶりの合宿をし、久しぶりに会った人たちと、もっと仲良くなれたと思いま
した。冬合宿恒例の班対抗ケーキ作りや、プレゼント交換もできて、中学生だけでなく、
神父様方やリーダーも楽しんでいました。
　レクではウィンクキラーをしたり、奈良公園へ行って鹿と触れ合ったり、鬼ごっこもし
ました。
　分かち合いでは「自分にとっての教会」をテーマに、それぞれが意見を出しあっていき
ました。中学生にとってはすこし難しいお話なども、リーダーたちが分かりやすく説明を
して、自分にとっての教会は、友達と会える場所、楽しい場所などの意見がたくさん出ま
した。
　隙間時間にリーダーと話したり、みんなで�mini�レクをしたりしました。中学生たちだ
けでなく、リーダーにもいい機会になったと思います。

　参加してくれた中学生は、友だちにもリーダーに
も積極的に話してくれて、短い時間でしたが深い交
流ができたので、次の中学生会にもぜひ参加してほ
しいと思います。
　今回の冬合宿開催にあたって、準備してくださっ
た保護者の皆さま、奈良教会の皆さま、本当にあり
がとうございました。
� 中学生会リーダー　長浜教会　菊川マリア

中学生会冬合宿「なぁぜなぁぜ」
　　　　　　　　奈良教会にて� 12月27～28日開催

高校生会「冬の集い」
　　　　　　　　　　　　　　伏見教会にて� 12月27日開催

＊＊＊＊＊　青少年委員会　＊＊＊＊＊
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チェジュ教区ＨＰ掲載の動画より

チェジュ教区司祭叙階式　　　　₁月20日　　三位一体大聖堂にて

■�

テ
ー
マ
・「
と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め
―
交
わ
り
、

参
加
、
そ
し
て
宣
教
」

■�

参
加
者
・
投
票
権
を
持
つ
「
メ
ン
バ
ー
」363
名
。
各
国

の
司
教
協
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
の
ほ
か
、
120

名
は
教
皇
様
の
指
名
。
教
皇
様
の
指
名
の
中
に
は
、

枢
機
卿
や
司
教
の
ほ
か
70
名
の
司
祭
、
修
道
者
、
信

徒
が
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
54
名
が
女
性
。

■
日
本
か
ら
の
参
加
者

　�
菊
地
功
（
司
教
団
選
出
代
表
）、
西
村
桃
子
（
教
皇

任
命
議
長
代
理
）、
弘
田
鎮
枝
（
教
皇
任
命
専
門
家
）

■
概
要

　
10
月
４
日
の
教
皇
司
式
の
開
会
ミ
サ
で
始
ま
っ
た
シ

ノ
ド
ス
本
会
議
で
は
、
参
加
者
全
員
が
35
の
テ
ー
ブ
ル

に
分
か
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
11
名
ず
つ
が
配
置
さ
れ

た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
12
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ
、

テ
ー
ブ
ル
の
真
ん
中
に
は
四
方
向
に
向
か
っ
て
モ
ニ

タ
ー
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
モ
ニ
タ
ー
の
中
心
に
は
発
言

者
を
映
し
出
す
た
め
の
小
さ
な
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
設
置

さ
れ
て
い
た
。

　
今
回
の
シ
ノ
ド
ス
で
一
番
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の

が
、「
霊
的
な
会
話
」
と
い
う
分
か
ち
合
い
で
あ
り
、

そ
の
分
か
ち
合
い
を
単
な
る
お
し
ゃ
べ
り
で
は
な
く

「
霊
的
な
会
話
」
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
司
会
者（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

が
不
可
欠
。
テ
ー
ブ
ル
に
参
加
者
11
名
に
プ
ラ
ス
し
て

も
う
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
、
こ
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
た
め
。

　
35
の
テ
ー
ブ
ル
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
さ
れ
た
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
は
、
事
前
の
研
修

を
受
け
て
い
た
と
は
い
え
、

一
番
骨
の
折
れ
る
仕
事
は
、

事
前
に
定
め
ら
れ
た
３
分
と

い
う
制
限
時
間
を
越
え
、
時

に
長
々
と
話
し
続
け
る
聖
職
者
、
特
に
枢
機
卿
や
司
教

の
発
言
を
遮
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
か
ら
そ
れ
な

い
よ
う
に
、
そ
し
て
制
限
時
間
を
守
る
よ
う
に
導
く
こ

と
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
男
女
の
信
徒
や

司
祭
・
修
道
者
。

　
こ
の
丸
テ
ー
ブ
ル
で
、
枢
機
卿
、
司
教
、
司
祭
、
修

道
者
、
信
徒
が
、
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
同
じ
持
ち
時

間
で
、
自
分
の
思
い
を
分
か
ち
合
う
光
景
は
、
今
回
の

シ
ノ
ド
ス
の
「
と
も
に
歩
む
」
教
会
を
体
現
す
る
一
番

の
象
徴
的
な
光
景
で
あ
っ
た
。

　
会
期
中
は
、
討
議
要
綱
の
４
つ
の
課
題
（A

,�B1,�B2,�
B
3

）
に
つ
い
て
の
「
霊
的
な
会
話
」
が
進
ん
だ
段
階

で
全
体
会
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

３
分
間
の
発
表
と
、
自
由
な
発
言
が
許
さ
れ
た
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
別
の
発
表
と
自
由
な
発
言
の
時
間
を
統
括
す

る
、
議
長
代
理
と
し
て
教
皇
様
か
ら
日
本
の
西
村
桃
子

さ
ん
が
任
命
さ
れ
、
こ
の
議
長
代
理
に
は
今
回
初
め
て

枢
機
卿
以
外
も
任
命
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
西
村
さ
ん
を

含
め
２
名
の
女
性
が
お
り
、
参
加
者
は
教
会
の
歴
史
に

刻
ま
れ
る
、
女
性
の
活
躍
の
「
初
め
て
」

の
出
来
事
を
目
撃
し
た
。（
つ
づ
く
）

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
サ
イ
ト
よ
り
）

Vatican Media

「
信
徒
も
司
祭
も
と
も
に
霊
的
な
会
話
」

 

世
界
代
表
司
教
会
議
（
シ
ノ
ド
ス
）
第
16
回
通
常
総
会
参
加
報
告
・
前
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
功
大
司
教
（
司
教
協
議
会
会
長
）

ゴ・スンゴン神父さま
司祭叙階

おめでとうございます！

京都教区と韓国のチェジュ教区は
姉妹教区縁組を結んでいます。
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青年センターあんてな

← 青年センターのＨＰも
　　見てね！

　青年センターは今年で35周年を迎えました！　そこで、₁月14日（日）に周年企画
として大掃除を実施いたしました。皆さまのおかげで、気持ちよく新しい₁年のス
タートを切ることができました。
　参加してくださった青年の皆さま、ありがと
うございました！
� （写真は開始前のお祈り→）

　青年センターの開館日は、ホームページや
Facebook�にて掲載しています。近くにお越しの際は
是非、京都カトリック青年センターへお立ち寄りくだ
さい。

京都市上京区新町通一条上る一条殿町502-1
カトリック西陣青年会館₃階

青年センター　周年企画報告

　私はインドのゴア出身のシスター�ポーリン・フェルナンデス
です。
　カルメル宣教修道女会は、福者フランシスコ・パラウ・イ・ケ
ルによってスペインに創立された宣教修道会です。幼い頃から修
道者になるようにとの神の召し出しを感じ、神の摂理によってカ
ルメル宣教修道女会へと導かれました。そのために、私はいつも
神の絶え間ない祝福に深く感謝しています。
　日本に宣教師として派遣されたとき、私はとても嬉しかったで
す。神の愛を証しし、キリストのみ言葉を人々に告げ知らせるこ
とが私の目標です。現在、私は京丹ブロックで司牧協力者として
活動しています。
　私たち全員が神との交わり、そしてお互いとの交わりの中でシノドスの旅を歩むことがで
きるよう祈っております。

こんにちは　シスター

京丹ブロック　シスター ポーリン・フェルナンデス（カルメル宣教修道女会）
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司　　　教
大塚司教の予定
　�最新の情報は京都司教区の
ホームページにてご確認くだ
さい。右記のＱＲコードからも
確認できます。

教　　　区
ライムンド出水洋助祭　司祭叙階式
 　日　時：₃月20日㊌㊗ 10：00
　場　所：司教座聖堂河原町教会
　新しい司祭の誕生を、共にお祈りください。

信仰教育委員会
 青年のための黙想会
 　日　時：₃月16日㊏ 10：00～16：00
　場　所：聖ヨゼフ修道会本部修道院
　　　　　　京都市北区北野東紅梅町
　講　師：エミリオ・フォルトウール神父
　　　　　　　　　（グアダルペ宣教会）　　
　対　象：�青年男女（18歳～35歳 高校生参加不可）
 小学生侍者合宿
　日　時：₃月25日㊊～27日㊌
　場　所：洛星宗教研究館　
　　　　　　京都市北区北野上白梅町
　対　象：小学生男女　新₅・₆年生
　定　員：30名（先着順に締め切り）
　�青年の黙想会・侍者合宿、いずれも申込・
問合せはメールまたは�Fax

　メール：shinko_kyouiku@kyoto.catholic.jp
　Fax：075（366）6679
　※詳しくは教区のＨＰにてご確認ください。

聖書委員会
 2023年オンライン聖書講座ＤＶＤ頒布
　「�ともに歩んでくださる神―シノダリティの
こころを求めて」

　レジュメ入り パソコン視聴用　
　全12講話ではＤＶＤ₃枚
　ＤＶＤ₁枚に₄講座入って2000円　
　申込・問合せは聖書委員会まで
　メール：seisho＠kyoto.catholic.jp
　Tel：075-366-6609　Fax：075-366-6679

広報委員会
　教区時報₅月号の原稿締切日は₃月18日㊊です。
　�お知らせに掲載希望の場合は、メールにて
ご連絡ください。honbu@kyoto.catholic.jp

諸　団　体

京都カトリック混声合唱団
　₃月10日㊐ 14：00 聖歌練習
　₃月23日㊏ 17：30 練習後、ミサ奉仕
　場　所：河原町教会聖堂
　問合せ：075-951-4283 則武 隆

コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：₃月14日㊍ 10：00
　場　所：河原町教会₂階楽廊
　問合せ：075-561-5971 駒井和子

聴覚障がい者の会・京都グループ
 手話表現学習会（聖書と典礼）
　�日　時：₃月19日㊋ 10：30～15：00
　場　所：希望の家地域福祉センター
　　　　　京都市南区東九条東岩本町31-10
　申込・問合せ：Tel・Fax：075-723-1135　傳 裕子

心のともしび
　ラジオ番組案内（全国34局で放送）
　ＫＢＳ京都　㊊～㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　ラジオ関西　㊊～㊎ 朝₅：00
　　　　　　　　　㊐ 朝₆：05
　毎日放送　　㊊～㊎ 朝₅：45
　　　　　　　　　㊏ 朝₄：55
　₃月のテーマ「旅立ち」

皆さまのまわりに点訳版「京都教区時報」
が必要な方がおられないでしょうか。点
訳版「京都教区時報」をご希望の方がお
られましたら、カ障連大阪フレンドリー
点字部・笠松幸彦さんまでお申込みくだ
さい。無料でお送りします。
Tel・Fax/072-722-0271

お　知　ら　せ

大塚司教年頭書簡は
こちらから
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